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はじめに 

 

 森林・林業・木材産業の関係者の皆さまをはじめ、関係する大学や研究機関、行政部局

の皆さまにおかれましては、国立研究開発法人森林研究・整備機構  森林総合研究所  四国

支所の業務運営にあたり、日頃よりひとかたならぬご支援を賜り、厚く御礼申し上げます。  

さて、このたび令和３年（2021 年）版森林総合研究所四国支所年報を発行し、令和２年

度の活動状況を取りまとめました。令和２年度は森林研究・整備機構第４期中長期計画の

最終年であり、森林の多面的機能の持続的な発揮による循環型社会の形成、新たな木材需

要の創出と国産材の安定供給による林業の成長産業化、中山間地域での雇用創出及び東日

本大震災の被災地の復興支援等に貢献するため、地域の試験研究機関等との連携を強化し

つつ、中核的な機関として研究開発を推進することを目標としておりました。この目標を

実現するため、四国支所では森林生態系変動研究グループ、流域森林保全研究グループ、

森林保育管理チームが一体となって、 

ア 森林の多面的機能の高度発揮に向けた森林管理技術の開発  

イ 国産材の安定供給に向けた持続的林業システムの開発  

ウ 木材及び木質資源の利用技術の開発  

の３つの重点課題に属する 26 の課題（うち６課題が主査あるいは所内代表者）と、長期的

な視点に基づき継続して実施する基盤事業３課題に取り組みました。令和３年度からは課

題構成に大幅な見直しが図られることから、交付金によるものを含めて 17 課題が最終年

度を迎え、「人工林に係る気候変動の影響評価」及び「成長に優れた苗木を活用した施業モ

デルの開発」（農林水産省）、「小鳥の渡りルートの解明は東南アジアの環境保全への支払意

志額増加につながるか？」（科研費）、「九州・四国地域の若齢造林地におけるシカ被害対策

の高度化」（交付金）などにおいて、研究開発成果の社会還元を意識した取りまとめを行い

ました。 

私たちの成果が森林・林業研究の発展の一翼を担う存在であり続けられるよう、職員一

同努力してまいりますので、今後ともお力添えのほど、何卒よろしくお願い申し上げます。  

 

本誌をご高覧いただき、ご関心のある研究成果がございましたら、お気軽にお問い合わ

せいただければ幸いです。 

 

令和 3 年（2021 年）8 月 

支所長 岡 輝樹 









http://www.ffpri.go.jp/pubs/chukiseika/4th-chuukiseika40.html





























































































